
『一級建築士試験　構造力学のツボ』（第1版第1刷）訂正とお詫び

出題例1　問題図中の5（右端の架構図）

解答例中の図2・4
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　本書第１版第1刷に以下の誤りがございました。読者の皆様に深くお詫び申し上げますとともに、

以下に訂正させて頂きます。なお、第１版第2刷以降は以下の訂正が反映されております。

■23頁
問題図中の5と解答例中の図2・4の架構図で、剛節点であるべきところがピン節点として表示されて
おり、不安定構造物の最終的な判定には影響しないものの、5番の架構の剛節接合の数rがなぜ1になる
か説明できない状態になっておりました。


